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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力ラインからの入力データを上位ビットデータと下位ビットデータに分割する段階と
、
　現在のフレームと直前のフレームの間に前記上位ビットデータと前記下位ビットデータ
の変化量を検出する段階と、
　前記上位ビットデータの変化量を第１基準値である１と比較する段階と、
　前記下位ビットデータの変化量を、観察者がグレースケール変化を感じることができる
最小値に設定された第２基準値と比較する段階と、
　前記上位ビットデータの変化量が前記第１基準値と異なる場合に、現在のフレームの上
位ビットデータと直前のフレームの上位ビットデータとをマッピングして現在の上位ビッ
トデータとなるべき修正データを出力するルックアップテーブルに基づいて、前記入力デ
ータの上位ビットデータを修正し、それを出力する段階と、
　前記上位ビットデータの変化量が前記第１基準値と同一であり、前記下位ビットデータ
の変化量が前記第２基準値より小さい場合に、現在のフレームの上位ビットデータと直前
のフレームの上位ビットデータとをマッピングして現在の上位ビットデータとなるべき修
正データを出力するルックアップテーブルに基づいて、前記入力データの上位ビットデー
タを修正し、それを出力する段階と、
　前記上位ビットデータの変化量が前記第１基準値と同一であり、前記下位ビットデータ
の変化量が前記第２基準値以上である場合に、前記入力データの上位ビットデータを修正
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せずに、前記入力ラインからの入力データの上位ビットデータを出力する段階と、
を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記変化量を検出する段階は、
　前記上位ビットデータと下位ビットデータを遅延させる段階と、
　遅延されていない前記上位ビットデータと前記遅延された上位ビットデータの間の差を
算出する段階と、
　遅延されていない前記下位ビットデータと前記遅延された下位ビットデータとの間の差
を算出する段階を含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　入力ラインからの入力データを上位ビットデータと下位ビットデータに分割する段階と
、
　直前の入力データの上位ビットデータから現在の入力データの上位ビットデータを減算
した値（ａ－ｂ）が第１基準値である「１」か否かを判断する段階（Ｓ１１１）と、
　前記直前の入力データの上位ビットデータから前記現在の入力データの上位ビットデー
タを減算した値（ａ－ｂ）が前記第１基準値と同一である場合に、前記現在の入力データ
の下位ビットデータから直前の入力データの下位ビットデータを減算した値（ｄ－ｃ）と
、観察者がグレースケール変化を感じることができる最小値に設定された第２基準値（ｋ
）とを比較する段階（Ｓ１１２）と、
　前記現在の入力データの下位ビットデータから直前の入力データの下位ビットデータを
減算した値（ｄ－ｃ）が、第２基準値（ｋ）以下である場合に、現在の入力データの上位
ビットデータと直前の入力データの上位ビットデータとをマッピングして現在の入力デー
タの上位ビットデータとなるべき修正データを出力するルックアップテーブルに基づいて
、前記現在の入力データの上位ビットデータを修正し、それを出力する段階（Ｓ１１３）
と、
　前記現在の入力データの下位ビットデータから直前の入力データの下位ビットデータを
減算した値（ｄ－ｃ）が、第２基準値（ｋ）より大きい場合に、前記現在の入力データの
上位ビットデータを修正せずに、前記入力ラインからの入力データの上位ビットデータを
出力する段階（Ｓ１１４）と、
　前記直前の入力データの上位ビットデータから前記現在の入力データの上位ビットデー
タを減算した値（ａ－ｂ）が前記第１基準値と異なる場合に、前記現在の入力データの上
位ビットデータから前記直前の入力データの上位ビットデータを減算した値（ｂ－ａ）が
第１基準値である「１」か否かを判断する段階（Ｓ１１５）と、
　前記現在の入力データの上位ビットデータから前記直前の入力データの上位ビットデー
タを減算した値（ｂ－ａ）が前記第１基準値と異なる場合に、前記ルックアップテーブル
に基づいて、前記現在の入力データの上位ビットデータを修正し、それを出力する段階（
Ｓ１１７）と、
　前記現在の上位ビットデータから前記直前の上位ビットデータを減算した値（ｂ－ａ）
が前記第１基準値と同一である場合に、前記直前の入力データの下位ビットデータから前
記現在の入力データの下位ビットデータを減算した値（ｃ－ｄ）を、前記第２基準値（ｋ
）と比較する段階（Ｓ１１６）と、
　前記直前の入力データの下位ビットデータから前記現在の入力データの下位ビットデー
タを減算した値（ｃ－ｄ）が、前記第２基準値（ｋ）以下である場合に、前記ルックアッ
プテーブルに基づいて、前記現在の入力データの上位ビットデータを修正し、それを出力
する段階（Ｓ１１７）と、
　前記直前の入力データの下位ビットデータから前記現在の入力データの下位ビットデー
タを減算した値（ｃ－ｄ）が、前記第２基準値（ｋ）より大きい場合に、前記現在の入力
データの上位ビットデータを修正せずに、前記入力ラインからの入力データの上位ビット
データを出力する段階（Ｓ１１４）と、
を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
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【請求項４】
　入力ラインからの入力データを上位ビットデータと下位ビットデータに分割する段階と
、
　現在の上位ビットデータと直前の上位ビットデータとの間の第１の差を第１基準値であ
る１と比較する段階と、
　前記第１の差が前記第１基準値と異なる場合に、現在のフレームの上位ビットデータと
直前のフレームの上位ビットデータとをマッピングして現在の上位ビットデータとなるべ
き修正データを出力するルックアップテーブルに基づいて前記現在の上位ビットデータを
修正し、それを出力する段階と、
　前記第１の差が前記第１基準値と同じである場合に、前記現在の下位ビットデータと直
前の下位ビットデータの間の第２の差を、観察者がグレースケール変化を感じることがで
きる最小値に設定された第２基準値と比較する段階と、
　前記第２の差の値が前記第２基準値より小さい場合に、現在のフレームの上位ビットデ
ータと直前のフレームの上位ビットデータとをマッピングして現在の上位ビットデータと
なるべき修正データを出力するルックアップテーブルに基づいて前記現在の上位ビットデ
ータを修正し、それを出力する段階と、
　前記第２の差の値が前記第２基準値以上である場合に、現在の上位ビットデータを出力
する段階と、
を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　入力ラインからの入力データに含まれる上位ビットデータと下位ビットデータをそれぞ
れ遅延させるためのフレームメモリと、
　前記入力ラインからの上位ビットデータと前記遅延された上位ビットデータとを比較し
て前記上位ビットデータの第１の差を求めて前記第１の差を第１基準値である１と比較す
る第１比較器と、
　前記入力ラインからの下位ビットデータと前記遅延された下位ビットデータとを比較し
て前記下位ビットデータの第２の差を求めて前記第２の差を、観察者がグレースケール変
化を感じることができる最小値に設定された第２基準値と比較する第２比較器と、
　現在のフレームの上位ビットデータと直前のフレームの上位ビットデータとをマッピン
グして現在の上位ビットデータとなるべき修正データを出力するルックアップテーブルに
基づいて、前記入力データの上位ビットデータを修正する修正器と、
　前記第１の差が前記第１基準値と異なるとき、または、前記第１の差が前記第１基準値
と同一であり前記第２の差が前記第２基準値より小さいときに、前記修正器により修正さ
れた上位ビットデータを選択し、前記第１の差が前記第１基準値と同一であり前記第２の
差が前記第２基準値以上であるときに前記入力ラインからの入力データの上位ビットデー
タを選択するための選択手段と、
を具備することを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項６】
　前記選択手段は、前記第１及び第２比較器の出力信号を論理演算するゲート素子と、前
記ゲート素子からの出力に応じて、前記修正器により修正された上位ビットデータ及び前
記入力ラインからの入力データの上位ビットデータの中のいずれか一つを選択するスイッ
チ素子とを具備することを特徴とする請求項５記載の液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は液晶表示装置に関し、特に画質低下を防止した液晶表示装置、その製造方法及
び当該方法を実施するための装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　通常的に液晶表示装置は、ビデオ信号により液晶セルの光透過率を調節して画像を表示
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する。液晶セル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブマトリックスタイプの液晶
表示装置は、動映像表示に好適である。アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置に
使用されるスイッチング素子としては主に薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：以
下、″ＴＦＴ″という）が利用されている。
【０００３】
　液晶表示装置は、数式１及び２で分かるように、液晶の固有の粘性と弾性の特性に起因
して応答速度が遅いのが欠点である。
【数１】

　ここで、τγは液晶に電圧が印加される際のライジングタイムを、Ｖaは印加電圧を、
ＶＦは液晶分子が傾斜運動を始めるフリーデリック遷移電圧（Freederick Transition　V
oltage）を、ｄは液晶セルのセル・ギャップを、γは液晶分子の回転粘性（rotational v
iscosity）をそれぞれ意味する。
【０００４】
【数２】

ここで、τｆは液晶に印加された電圧がオフされた後、液晶が弾性復元力により元の位置
に復元されるフォーリング・タイムを、Ｋは液晶固有の弾性係数をそれぞれ意味する。
【０００５】
　ＴＮモードの液晶応答速度は、液晶材料の物性とセル・ギャップにより異なるが、通常
は、ライジング・タイムが２０～８０ｍｓ、フォーリング・タイムが２０～３０ｍｓであ
る。このような液晶の応答速度は、動映像の１フレーム期間（ＮＴＳＣ－１６．６７ｍｓ
）より長いので、図１のように液晶セルに充電される電圧が所望の電圧に到達する前に次
のフレームに進行することに起因して動映像で画面がぼんやり霞むモーション・ブラーリ
ング現象が現れる。
【０００６】
　図１に示したように、従来の液晶表示装置は、動映像を表示する際に、応答速度が遅い
ために異なるレベルにデータ（ＶＤ）が変化する時、それに対応する表示輝度（ＢＬ）が
所望の輝度に到達できず、所望の色と輝度を表現できない。その結果、液晶表示装置には
動画像でモーション・ブラーリング現象が表れ、明暗比の低下により表示品位が低下する
。
【０００７】
　液晶表示装置の応答速度のこのような遅さを解決するために、アメリカ特許第５，４９
５，２６５号とＰＣＴ国際公開番号ＷＯ９９/０５５６７には、ルックアップテーブルを
利用してデータの変化の有無によりデータを修正する発明（以下、「高速駆動」という）
が提案されている。この高速駆動方法は図２のような原理でデータを修正する。
【０００８】
　図２を参照すると、従来の高速駆動方法は入力データ（ＶＤ）を修正して修正データ（
ＭＶＤ）を液晶セルに印加して望む輝度（ＭＢＬ）を得る。この高速駆動方法は１フレー
ム期間中に入力データの輝度値に対応して望む輝度が得られるようにデータの変化の有無
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Ｆ｜を大きくすることで液晶の応答速度を加速する。
従って、高速駆動方法を利用する液晶表示装置は、液晶の遅い速度をデータ値の修正によ
って補償して、動画像表示におけるモーション・ブラーリング現象を緩和して望む色と輝
度で画像を表示することができる。
【０００９】
　図３に示したように、従来の高速駆動装置は、上位ビット出力バスライン（３２）に接
続されたフレームメモリ（３３）と、上位ビット出力バスライン（３２）とフレームメモ
リ（３３）の出力端子に共通に接続されたルックアップテーブル（３４）とを具備する。
【００１０】
　フレームメモリ（３３）は上位ビットデータ（ＭＳＢ）を１フレーム期間の間だけ格納
して、格納されたデータをルックアップテーブル（３４）に供給する。ここで、上位ビッ
トデータ（ＭＳＢ）は、上位３ビットか４ビットに設定されるが、５ビットまたは６ビッ
トに設定することもできる。
【００１１】
　ルックアップテーブル（３４）は、上位ビット出力バスライン（３２）から入力される
現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータと、フレームメモリ（３３）から入力される
直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位データを、表１のような修正データテーブルにマッピ
ングして修正データ（Mdata）を出力する。このように修正されたビットデータ（Mdata）
は修正されない下位ビットデータと加算される。
【００１２】
　最上位ビットデータ（ＭＳＢ）を４ビットに限定した場合に、高速駆動方法のルックア
ップテーブルは下の表１及び表２のようになる。
【表１】
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【００１３】
　表１及び表２において、左側の列は直前のフレーム（Ｆｎ－１）のデータ電圧（ＶＤｎ
－１）であり、最も上の行は現在のフレーム（Ｆｎ）のデータ電圧（ＶＤｎ）である。表
１は最上位４ビット（２０，２１，２２，２３）を十進数で表現したルックアップテーブ
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ル情報である。表２は８ビットのデータの中に最上位の４ビットの加重値（２４，２５，
２６，２７）を適用した場合のルックアップテーブル情報である。
【００１４】
　上位ビットデータ（ＭＳＢ）を４ビットに構成して直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位
ビットデータ（ＭＳＢ）と現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ＭＳＢ）がそれ
ぞれ図４に示すものであれば、ルックアップテーブル（３４）により修正されたデータ（
Mdata）は現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ＭＳＢ）より大きくなる。
【００１５】
　しかし従来の高速駆動装置は、図５のように直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレ
ーム（Ｆｎ）のデータがわずかに変化する場合に、修正データ（Mdata）の値が実際の変
化量より過度に大きく変化する問題がある。
【００１６】
　図５を参照すると、直前のフレーム（Ｆｎ－１）のデータグレースケール値「０００１
１１１１」は現在のフレーム（Ｆｎ）で「００１０００００」に変化する。これを高速駆
動のために表１のような修正テーブルによって修正すると、上位ビットデータの値が増加
して「００１１００００」に変化する。しかし、実際には直前のフレーム（Ｆｎ－１）と
現在のフレーム（Ｆｎ）のグレースケール値の差が十進数において「１」即ち、直前のフ
レーム（Ｆｎ－１）のグレースケール値「３１」が現在のフレーム（Ｆｎ）における「３
２」にわずかに変化しただけであるが、これを表１のような修正テーブルによって修正す
れば、値は「４８」に修正される。従って、実際にはグレースケール変化が殆どない画像
であるにもかかわらず、高速駆動のためのデータ修正によりグレースケール値の差が「１
７」に拡大される。
【００１７】
　このように実際のグレースケール値と大きく異なる値に修正されると、必要以上に液晶
セルに過度な電圧が印加されるために、データの変化が生じる部分で明るい帯が現れるこ
とになる。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】
　従って、本発明の目的は、画質低下を防ぐようにした液晶表示装置の駆動方法および当
該方法を実行する装置を提供することである。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動方法は、ビ
デオデータを上位ビットデータと下位ビットデータに分割する段階と、上位ビットデータ
と前記下位ビットデータの変化を検出する段階と、前記上位ビットデータの変化量を第１
基準値と比較する段階と、下位ビットデータの変化量を第２基準値と比較する段階と、比
較結果によりビデオデータの修正の要否を決定する段階を含むことを特徴とする液晶表示
装置の駆動方法を提案する。
【００２０】
　本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動方法において、変化を検出する段階は、
上位ビットデータと下位ビットデータを遅延させる段階と、遅延されていない上位ビット
データと前記遅延された上位ビットデータの間の差を算出する段階と、遅延されていない
前記下位ビットデータと遅延された下位ビットデータの差を算出する段階を含む。
【００２１】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動方法は、入力ラインからの入力データを
上位ビットデータと下位ビットデータに分割する段階と、現在のフレームと直前のフレー
ムの間の前記上位ビットデータと前記下位ビットデータの変化を検出する段階と、上位ビ
ットデータの変化量を第１基準値と比較する段階と、下位ビットデータの変化量を第２基
準値と比較する段階と、上位ビットデータの変化量が第１基準値と同一であり下位ビット
データの変化量が前記第２基準値より小さいときに前記入力データを修正する段階と、上
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位ビットデータの変化量が第１基準値と同一であり下位ビットデータの変化量が第２基準
値より同じかあるいは大きいときに入力データを供給する段階を含む。
【００２２】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動方法は、上位ビットデータの変化量が前
記第１基準値と異なる場合に前記入力データを修正する段階を更に含む。
【００２３】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動方法において、データを修正する段階は
前記上位ビットデータを修正することを特徴とする。
【００２４】
　本発明の第１及び第２実施例による液晶表示装置の駆動方法において、第１基準値は「
１」であることを特徴とする。
【００２５】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法は、入力ラインからの入力データを
上位ビットデータと下位ビットデータに分割する段階と、現在の上位ビットデータがルッ
クアップテーブルの第１データ領域に含まれるかどうかを判断する段階と、現在の上位ビ
ットデータがルックアップテーブルの第１データ領域に含まれるときは現在の上位ビット
データと直前の上位ビットデータの差を第１基準値と比較する段階と、第１基準値との比
較結果により現在の上位ビットデータの修正の要否を決定する段階と、現在の上位ビット
データがルックアップテーブルの第２データ領域に含まれるか否かを判断する段階と、現
在の上位ビットデータがルックアップテーブルの第２データ領域に含まれるときは現在の
下位ビットデータと直前の下位ビットデータの差を第２基準値と比較する段階と、前記第
２基準値との比較結果により前記現在の上位ビットデータの修正の要否を決定する段階を
含む。
【００２６】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法において、現在の上位ビットデータ
がルックアップテーブルの第１データ領域に含まれるか否かを判断する段階は、現在の上
位ビットデータの値が直前の上位ビットデータの値より大きいと直前の上位ビットデータ
を現在の上位ビットデータから減算する段階と、直前の上位ビットデータから現在の上位
ビットデータを減算した値が「１」か否かを判断する段階を含む。
【００２７】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法において、現在の上位ビットデータ
がルックアップテーブルの第１データ領域に含まれるか否かを判断する段階は、直前の上
位ビットデータが現在の上位ビットデータより大きいときに現在の上位ビットデータから
直前の上位ビットデータを減算する段階と、現在の上位ビットデータから直前の上位ビッ
トデータを減算した値が「１」か否かを判断する段階を含む。
【００２８】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法は直前の下位ビットデータと現在の
下位ビットデータの間の差が第１基準値と異なるときに、前記現在の上位ビットデータを
修正することを特徴とする。
【００２９】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法は、第１基準値が「１」であること
を特徴とする。
【００３０】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法は、第２基準値は観察者がグレース
ケール変化を感じることができる最小値に決定されていることを特徴とする。
【００３１】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法において、直前の上位ビットデータ
と前記現在の上位ビットデータの間の第１の差の値が第１基準値と同一であり、直前の下
位ビットデータと現在の下位ビットデータの第２の差の値が第２基準値より小さいときに
現在の上位ビットデータを修正することを特徴とする。
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【００３２】
　本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動装置は、入力ラインからの入力データに
含まれた上位ビットデータと下位ビットデータをそれぞれ遅延させるためのフレームメモ
リと、入力ラインからの上位ビットデータと遅延された上位ビットデータを比較して前記
上位ビットデータの差を求めて第１の差を第１基準値を比較する第１比較器と、入力ライ
ンからの下位ビットデータと前記遅延された下位ビットデータを比較して下位ビットデー
タの差を求めて２値の差の値を第２基準値と比較する第２比較器と、第１及び第２比較器
の比較結果により入力ラインからの上位ビットデータの修正の要否を決定する選択手段と
を更に具備する。
【００３３】
　本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動装置は、入力ラインからの入力データに
含まれる上位ビットデータと下位ビットデータをそれぞれ遅延させるためのフレームメモ
リと、入力ラインからの上位ビットデータと遅延された上位ビットデータを比較して上位
ビットデータの第１の差を求めて当該第１の差と第１基準値を比較する第１比較器と、入
力ラインからの下位ビットデータと遅延された下位ビットデータを比較して下位ビットデ
ータの第２の差を求めて当該第２の差を第２基準値と比較する第２比較器と、入力データ
を修正する修正器と、第１及び第２比較器の比較結果に基づいて、修正器により修正され
たデータと入力ラインからのビデオデータの中のいずれか一つを選択するための選択手段
とを具備する。
【００３４】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置は、第１基準値が「１」であること
を特徴とする。
【００３５】
　本発明の第１及び第２実施例による液晶表示装置の駆動装置は、第２基準値は観察者が
グレースケール変化を感じることができる最小値に決定されることを特徴とする。
【００３６】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置において、修正器はルックアップテ
ーブルを利用して前記上位ビットデータを修正することを特徴とする。
【００３７】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置において、選択手段は第１の差が第
２基準値と同一であり第２の差が前記第２基準値より小さいと前記修正器により修正され
たデータを選択することを特徴とする。
【００３８】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置において、選択手段は第１の差が前
記第１基準値と異なる場合には、前記修正器により修正されたデータを選択することを特
徴とする。
【００３９】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置において、選択手段は第１の差が前
記第１基準値と同一であり第２の差が第２基準値より大きいと入力ラインからの入力デー
タを選択することを特徴とする。
【００４０】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置において、選択手段は第１及び第２
比較器の出力信号を論理演算するゲート素子と、ゲート素子の出力により修正器の出力及
び入力ラインからの入力データの中のいずれか一つを選択するスイッチ素子とを具備する
ことを特徴とする。
【００４１】
　本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置は、修正されたデータと入力ライン
からの入力データを液晶パネルのデータラインに供給するためのデータ駆動部と、液晶パ
ネルのゲートラインにスキャニング信号を供給するためのゲート駆動部と、入力データを
入力ラインに供給すると共にデータ駆動部とゲート駆動部を制御するためのタイミング制



(11) JP 4590147 B2 2010.12.1

10

20

30

40

50

御器を更に具備する。
【００４２】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動装置は、修正されたデータと入力ライン
からの入力データを前記液晶パネルのデータラインに供給するためのデータ駆動部と、液
晶パネルのゲートラインにスキャニング信号を供給するためのゲート駆動部と、入力デー
タを入力ラインに供給すると共に前記データ駆動部とゲート駆動部を制御するためのタイ
ミング制御器を更に具備する。
【００４３】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動装置は、入力ラインから入力された入力
データに含まれる上位ビットデータと下位ビットデータをそれぞれ遅延させるためのフレ
ームメモリと、遅延された上位ビットデータから入力ラインから入力された上位ビットデ
ータを減算して前記減算により得られた差を第１基準値と比較する第１比較器と、入力ラ
インから入力された下位ビットデータから遅延された下位ビットデータを減算して減算に
より得られた差を第２基準値と比較する第１比較器と、第１及び第２比較器の比較結果に
より入力ラインから入力される上位ビットデータに対する修正の要否を決定する第１論理
素子と、入力ラインから入力された上位ビットデータから前記遅延された上位ビットデー
タを減算して減算により得られた差を前記第１基準値と比較する第３比較器と、遅延され
た下位ビットデータから入力ラインから入力された下位ビットデータを減算して減算によ
り得られた差を前記第２基準値と比較する第４比較器と、第３及び第４比較器の比較結果
により入力ラインからの上位ビットデータに対する修正の要否を決定する第２論理素子と
、入力ラインからの上位ビットデータと遅延された上位ビットデータの変化により入力ラ
インからの上位ビットデータを修正する修正器と、前記第１及び第２論理素子の出力論理
値により修正されたデータと入力ラインからの入力データの中のいずれか１つを選択する
ための選択手段とを具備する。
【００４４】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動装置において、第１及び第２論理素子は
ＡＮＤゲートであることを特徴とする。
【００４５】
　本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動装置において、選択手段は、第１及び第
２論理素子の出力信号の論理和を演算するＯＲゲートと、ＯＲゲートの制御により修正手
段の出力及び入力ラインからの入力データの中のいずれか一つを選択するスイッチ素子と
を更に具備する。
【００４６】
【作用】
　本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置は、直前のフレームと現在のフレームで
上位ビットデータと下位ビットデータそれぞれの変化量を考慮してデータ修正の要否を決
定する。
【００４７】
【発明の実施の形態】
　以下、図６乃至図１２を参照して本発明の好ましい実施例について説明する。
　図６に示すように、本発明による液晶表示装置の駆動装置は、データライン（６５）と
ゲートライン（６６）が交差してその交差部に液晶セル（Ｃｌｃ）を駆動するためのＴＦ
Ｔが形成された液晶パネル（６７）と、液晶パネル（６７）のデータライン（６５）にデ
ータを供給するためのデータ・ドライバ（６３）と、液晶パネル（６７）のゲートライン
（６６）にスキャニングパルスを供給するためのゲート・ドライバ（６４）と、デジタル
・ビデオ・データと同期信号（Ｈ、Ｖ）が供給されるタイミング・コントローラ（６１）
と、タイミング・コントローラ（６１）とデータ・ドライバ（６３）の間に接続されて入
力データ（ＲＧＢ）を修正するためのデータ修正部（６２）とを具備する。
【００４８】
　液晶パネル（６７）は二枚のガラス基板の間に液晶が注入されて、その下部ガラス基板



(12) JP 4590147 B2 2010.12.1

10

20

30

40

50

の上にデータライン（６５）とゲートライン（６６）が相互直交するように形成される。
データライン（６５）とゲートライン（６６）上のデータを液晶セル（Ｃｌｃ）に供給す
る。このために、ＴＦＴのゲート電極はゲートライン（６６）に接続されて、ソース電極
はデータライン（６５）に接続される。そしてＴＦＴのドレーン電極は液晶セル（Ｃｌｃ
）の画素電極に接続される。
【００４９】
　タイミング・コントローラ（６１）は、図示しないデジタル・ビデオ・カードから供給
されるデジタル・ビデオ・データを再生列する。タイミング・コントローラ（６１）によ
り再生されたデータ（ＲＧＢ　data）は、データ修正部（６２）に供給される。また、タ
イミング・コントローラ（６１）は入力される水平／垂直同期信号（Ｈ、Ｖ）を利用して
ドットクロック（Ｄｃｌｋ）、ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）、図示しないゲート
・シフト・クロック（ＧＳＣ）、出力インエーブル／ディスエーブル信号のタイミング制
御信号と極性の制御信号を生成して、データ・ドライバ（６３）とゲート・ドライバ（６
４）を制御する。ドットクロック（Ｄｃｌｋ）と極性制御信号はデータ・ドライバ（６３
）に供給されて、ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（Ｇ
ＳＣ）はゲート・ドライバ（６４）に供給される。
【００５０】
　ゲート・ドライバ（６４）はタイミング・コントローラ（６１）から供給されるゲート
・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）に応答してスキャ
ンパルス即ち、ゲート・ハイパルスを順次的に発生するシフト・レジスタと、スキャンパ
ルスの電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合のレベルにシフトさせるためのレベル・シ
フトを含む。このスキャンパルスに応答してＴＦＴはターン・オンされてデータライン（
６５）上のビデオ・データを液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給する。
【００５１】
　データ・ドライバ（６３）にはデータ修正部（６２）により修正された赤（Ｒ）、緑（
Ｇ）及び青（Ｂ）色の修正されたデータ（ＲＧＢ　Mdata）が供給されると共に、タイミ
ング・コントローラ（６１）からドットクロック（Ｄｃｌｋ）が入力される。このデータ
・ドライバ（６３）はドットクロック（Ｄｃｌｋ）に合わせて赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青
（Ｂ）色の修正されたデータ（ＲＧＢ　Mdata）をラッチした後に、ラッチされたデータ
をアナログ・データに変換して１ライン分ずつデータライン（６５）に供給する。また、
データ・ドライバ（６３）は修正データに対応するガンマ電圧をデータライン（６５）に
供給することもできる。
【００５２】
　データ修正部（６２）は直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）それぞ
れで上位ビットデータ（ＭＳＢ）と下位ビットデータ（ＭＳＢ）を比較することで入力デ
ータのグレースケール変化を検出する。そしてデータ修正部（６２）は検出されたグレー
スケール変化の大きさによりデータの修正の要否を決定する。
【００５３】
　データ修正部（６２）に入力されるデータ（ＲＧＢ data）の表現の可能なグレースケ
ール範囲が０～２５５であり、図７のように８ビットである時、データ修正部（６２）の
修正アルゴリズムを図８に対応させて段階的に説明すると次のようになる。
【００５４】
　直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）で上位ビットデータ（ＭＳＢ）
はｂ４～ｂ７ビットであり下位ビットデータ（ＬＳＢ）はｂ０～ｂ３の４ビットである。
直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ＭＳＢ）は「ａ」であり、その下位ビ
ットデータ（ＬＳＢ）は「ｃ」である。そして現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデー
タ（ＭＳＢ）は「ｂ」であり、その下位ビットデータ（ＬＳＢ）は「ｄ」である。
【００５５】
　図８は本発明の第１実施例によるデータ修正部の制御手順を表す。
　図８に示すように、データ修正部（６２）は現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフレーム



(13) JP 4590147 B2 2010.12.1

10

20

30

40

50

（Ｆｎ－１）で上位ビットデータ（ｂ、ａ）の差即ち、グレースケール変化（｜ｂ－ａ｜
）を検出する。さらにデータ修正部（６２）は現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフレーム
（Ｆｎ－１）で下位ビットデータ（ＬＳＢ）の差（｜ｄ－ｃ｜）を検出する。
【００５６】
　データ修正部（６２）は現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフレーム（Ｆｎ－１）で上位
ビットデータ（ａ、ｂ）のデータ値の変化を判断する（Ｓ８１段階）。上位ビットデータ
（ａ、ｂ）のデータ値が変化がないか（ｂ－ａ＝０）、変化するビットが２以上（｜ｂ－
ａ｜＞１）であれば、データ修正部（６２）はＳ８３段階に分岐して表１のようなルック
アップテーブルを利用してデータを修正する。
【００５７】
　これとは異なり、Ｓ８１段階でデータ値が変化する上位ビットデータ（ａ、ｂ）のビッ
ト値が１であれば（｜ｂ－ａ｜＝１）、現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフレーム（Ｆｎ
－１）で下位ビットデータ（ｃ、ｄ）のデータ値の変化するビット値を判断する（Ｓ８２
段階）。現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフレーム（Ｆｎ－１）で下位ビットデータ（ｃ
、ｄ）のグレースケール値の差が所定の基準値「ｋ」より小さいと、ルックアップテーブ
ルを利用してデータを修正する（Ｓ８３段階）。これとは異なり、現在のフレーム（Ｆｎ
）と直前のフレーム（Ｆｎ－１）で下位ビットデータ（ｃ、ｄ）のグレースケール値の差
が基準値（ｋ）以上であれば、データ修正部（６２）は入力データ（ＲＧＢ data）を修
正せずにそのまま出力する（Ｓ８４段階）。ここで、「ｋ」は、下位ビットデータ（ＬＳ
Ｂ）の値を考慮して観察者が視覚的にフレーム間のグレースケール変化を認知することが
できる程度即ち、最小認知のグレースケールの変化値に設定する。このｋは、例えば、「
１２」に設定することができる。このような下位ビットデータ（ｃ、ｄ）の比較基準値（
ｋ）は、下位ビットデータ（ｃ、ｄ）の値と観察者の視覚認知の特性により異なってもよ
い。
【００５８】
　結果的に、データ修正部（６２）は、下位ビットデータ（ＬＳＢ）のグレースケール値
の変化に基づき、上位ビットデータ（ａ、ｂ）の変化するビット値が１より大きい時、デ
ータ修正を実施する。また、データ修正部（６２）は、上位ビットデータ（ａ、ｂ）の値
の変化するビット値が１であって、下位ビットデータ（ｃ、ｄ）の変化するビット値が所
定の基準値（ｋ）より小さい時にデータ修正を実施する。これに反して、データ修正部（
６２）は上位ビットデータ（ａ、ｂ）で変化するビット値が１であって、下位ビットデー
タ（ｃ、ｄ）の変化するビット値が基準値（ｋ）より大きい時にデータ修正を実施せずに
入力データをデータドライバ（３２）にバイパスさせる。
【００５９】
　図９に示すように、本発明の第１実施例によるデータ修正部（６２）は、タイミング・
コントローラ（６１）からデータ（ＲＧＢ data）が入力されるフレーム・メモリ（９１
）と、上位ビットデータ（ＭＳＢ）を修正するためのルックアップテーブル（９５）と、
修正された上位ビットデータ（ｍｂ）と修正されない上位ビットデータ（ｂ）の中の一つ
を選択するためのマルチプレックサ（以下、′ＭＵＸ′という）（９６）と、フレーム・
メモリ（９１）とＭＵＸ（９６）の間に接続された第１比較器（９２）、第２比較器（９
３）及びＯＲゲート（９４）とを具備する。
【００６０】
　フレーム・メモリ（９１）はタイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出力バス
ライン（９７）と下位ビット出力バスライン（９８）に共通に接続されてタイミング・コ
ントローラ（６１）から入力される上位ビットデータ（ＭＳＢ）と下位ビットデータ（Ｌ
ＳＢ）を一フレームの期間の間に格納する。そしてフレーム・メモリ（９１）はフレーム
毎に格納された上位ビットデータ（ＭＳＢ）をルックアップテーブル（９５）と第２比較
器（９３）に供給すると共に、下位ビットデータ（ＬＳＢ）を第１比較器（９２）に供給
する。
【００６１】
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　ルックアップテーブル（９５）はタイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出力
バスライン（９７）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）と
フレームメモリ（９１）の上位ビット出力バスライン（１０１）から入力される直前のフ
レーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）の変化の有無により下の関係式１乃至３の
ように現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ＭＳＢ）を修正する。
　　　　ＶＤｎ　＜　ＶＤｎ－１　---＞　ＭＶＤｎ　＜　ＶＤｎ　--------式１
　　　　ＶＤｎ　＝　ＶＤｎ－１　---＞　ＭＶＤｎ　＝　ＶＤｎ，--------式２
　　　　ＶＤｎ　＞　ＶＤｎ－１　---＞　ＭＶＤｎ　＞　ＶＤｎ．--------式３
　　　　式１乃至式３において、ＶＤｎ－１は直前のフレームのデータ電圧、ＶＤｎは現
在のフレームのデータ電圧、そしてＭＶＤｎは修正データ電圧をそれぞれ表す。
【００６２】
　第１比較器（９２）はタイミング・コントローラ（６１）の下位ビット出力バスライン
（９８）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）とフレーム・
メモリ（９１）の下位ビット出力バスライン（１０２）から入力される直前のフレーム（
Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）の間の差の値を算出する。そして第１比較器（９２
）は直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）の間の下位ビットデータ（ｃ
、ｄ）の差を基準値（ｋ）と比較する。直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（
Ｆｎ）の間の下位ビットデータ（ｃ、ｄ）の差の値が基準値（ｋ）より小さければ、第１
比較器（９２）はハイ論理「１」をＯＲゲート（９４）の第１入力端子に供給する。これ
とは異なり、直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）の間の下位ビットデ
ータ（ｃ、ｄ）の差の値が基準値（ｋ）以上であると、第１比較器（９２）はロー論理「
０」をＯＲゲート（９４）の第１入力端子に供給する。
【００６３】
　第２比較器（９３）はタイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出力バスライン
（９７）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）とフレーム・
メモリ（９１）の上位ビット出力バスライン（１０１）から入力される直前のフレーム（
Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）の間の差の値を算出する。そして第２比較器（９３
）は直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）の間の上位ビットデータ（ａ
、ｂ）の差を「１」と比較する。直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）
の間の上位ビットデータ（ａ、ｂ）の差が「１」でなければ、ハイ論理「１」をＯＲゲー
ト（９４）の第２入力端子に供給する。これとは異なり、直前のフレーム（Ｆｎ－１）と
現在のフレーム（Ｆｎ）の間の上位ビットデータ（ａ、ｂ）の差の値が「１」であれば、
ロー論理「０」をＯＲゲート（９４）の第２入力端子に供給する。
【００６４】
　ＯＲゲート（９４）はＭＵＸ（９６）と第１及び第２比較器（９２、９３）の間に接続
されて第１及び第２比較器（９２、９３）の出力信号に対して論理和の演算を遂行してそ
の結果によりＭＵＸ（９６）を制御する。論理和の演算により、ＯＲゲート（９４）は上
位ビットデータ（ａ、ｂ）の差の値が「１」でない場合に、ハイ論理「１」を出力する。
そしてＯＲゲート（９４）は上位ビットデータ（ａ、ｂ）の差の値が「１」である場合に
、下位ビットデータ（ｃ、ｄ）の変化量によりハイ論理「１」かロー論理「０」を選択す
る。上位ビットデータ（ａ、ｂ）の差の値が「１」であり、下位ビットデータ（ｃ、ｄ）
の差の値が基準値（ｋ）より小さければ、ＯＲゲート（９４）は、ハイ論理「１」を出力
する。これに反して、上位ビットデータ（ａ、ｂ）の差の値が「１」であり、下位ビット
データ（ｃ、ｄ）の差の値が所定の基準値（ｋ）以上だと、ＯＲゲート（９４）はロー論
理「０」を出力する。
【００６５】
　ＭＵＸ（９６）にはルックアップテーブル（９５）により修正された上位ビットデータ
（ｍｂ）とタイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出力バスライン（９７）を経
由して入力される上位ビットデータ即ち、修正されない上位ビットデータ（ｂ）が入力さ
れる。このＭＵＸ（９６）はＯＲゲート（９４）の出力信号により制御されて修正された
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上位ビットデータ（ｍｂ）と修正されない上位ビットデータ（ｂ）の中の一つを選択する
。ＯＲゲート（９４）の出力信号がハイ論理「１」であれば、ＭＵＸ（９６）はルックア
ップテーブル（９５）により修正された上位ビットデータ（ｍｂ）を出力する。ＯＲゲー
ト（９４）の出力信号がロー論理「０」であれば、ＭＵＸ（９６）は修正されない上位ビ
ットデータ（ｂ）を出力する。従って、ＭＵＸ（９６）は上位ビットデータ（ａ、ｂ）の
差の値が「１」でないか、その差の値が「１」であるが下位ビットデータ（ｃ、ｄ）の差
の値が基準値（ｋ）より小さい場合に修正された上位ビットデータ（ｍｂ）を出力する。
そしてＭＵＸ（９６）は上位ビットデータ（ａ、ｂ）の差の値が「１」であり下位ビット
データ（ｃ、ｄ）差の値が基準値（ｋ）以上の場合に修正されない上位ビットデータ（ａ
、ｂ）を出力する。
【００６６】
　データ修正部（６２）から出力される上位ビットデータ（ｍｂまたはｂ）と下位ビット
データ（ＬＳＢ：ｄ）は組み合わされてデータドライバ（６３）に供給される。
【００６７】
　このように実際のデータ変化量に基づいてデータ修正とデータバイパスが選択されるた
めに、ルックアップテーブルは実際のデータ変化量により図１０のように修正対象データ
領域と非修正対象データ領域に分けられることができる。
【００６８】
　自然なグレースケール画像を表示するために、図１０で第１及び第４データ領域（Ｓ１
、Ｓ４）に含まれるデータは、関係式１乃至３に基づいて修正されるべきであり、第２及
び第３データ領域（Ｓ２、Ｓ３）は修正されずにバイパスされなければならない。
【００６９】
　従って、修正対象データ領域と非修正対象データ領域の判断仮定が必要である。
【００７０】
　図１１は本発明の第２実施例によるデータ修正部（６２）の制御手順を表す。
　図１１において、図１０のルックアップテーブルを参照してデータ修正部（６２）の制
御手順を説明する。
【００７１】
　図１１に示すように、データ修正部（６２）は直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビッ
トデータ（ａ）から現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）を減算する。続い
て、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）から現在のフレーム（Ｆｎ）
の上位ビットデータ（ｂ）を減算した値が「１」であるか否かを判断する（Ｓ１１１段階
）。
【００７２】
　Ｓ１１１段階で、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）から現在のフ
レーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）を減算した値が「１」である場合には、現在の
フレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビッ
トデータ（ｃ）を減算した値が基準値（ｋ）より大きいか否かを判断する（Ｓ１１２段階
）。即ち、Ｓ１１１段階で現在のフレーム（Ｆｎ）に入力されるデータが、直前のフレー
ム（Ｆｎ－１）より小さい第１及び第２データ領域（Ｓ１、Ｓ２）にあると判断されると
、データ修正部（６２）はＳ１１２段階を遂行する。
【００７３】
　Ｓ１１２段階で、現在のフレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）から直前のフレー
ム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）を減算した値が基準値（ｋ）以下であると判断
されると、データ修正部（６２）はルックアップテーブルを利用して現在入力されるデー
タを修正する（Ｓ１１３段階）。即ち、Ｓ１１２段階は現在のフレーム（Ｆｎ）で入力さ
れるデータが直前のフレーム（Ｆｎ－１）で入力されたデータより小さく、現在のフレー
ム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデー
タ（ｃ）を減算した値が基準値（ｋ）以下であるルックアップテーブルの第１データ領域
（Ｓ１）に含まれるか否かを判断する。
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【００７４】
　Ｓ１１２段階で、現在のフレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）から直前のフレー
ム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）を減算した値が基準値（ｋ）より大きいと判断
されると、データ修正部（６２）はルックアップテーブルを利用して現在入力されるデー
タを修正せずに出力ラインにバイパスさせる（Ｓ１１４段階）。即ち、データ修正部（６
２）はＳ１１２段階で現在のフレーム（Ｆｎ）に入力されるデータが直前のフレームで入
力されたデータより小さく、基準値（ｋ）より大きいルックアップテーブルの第１データ
領域（Ｓ１）に含まれる場合には、現在入力されるデータをバイパスさせる。
【００７５】
　Ｓ１１１段階で、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）から現在のフ
レーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）を減算した値が「１」でない場合、即ち、現在
入力されるデータが直前のフレーム（Ｆｎ－１）のデータより小さくない場合に、データ
修正部（６２）はＳ１１５段階を遂行する。
【００７６】
　Ｓ１１５段階で、データ修正部（６２）は現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ
（ｂ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）を減算する。続いて、
現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上
位ビットデータ（ａ）を減算した値が「１」であるか否かを判断する。
【００７７】
　Ｓ１１５段階で、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）を現在のフレ
ーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）から減算した値が「１」である場合には、直前の
フレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）から現在のフレーム（Ｆｎ）の下位ビッ
トデータ（ｄ）を減算した値が基準値（ｋ）より大きいか否かを判断する。（Ｓ１１６段
階）即ち、Ｓ１１５段階で現在のフレーム（Ｆｎ）に入力されるデータが直前のフレーム
（Ｆｎ－１）より大きい第３及び第４データ領域（Ｓ３、Ｓ４）にあると判断されると、
データ修正部（６２）はＳ１１６段階を遂行する。
【００７８】
　Ｓ１１５段階で、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）を現在のフレ
ーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）から減算した値が「１」と異なる場合にもデータ
修正部（６２）はＳ１１７段階に分岐する。
【００７９】
　Ｓ１１６段階で、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）から現在のフ
レーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）を減算した値が基準値（ｋ）より大きいと判断
されると、データ修正部（６２）はルックアップテーブルを利用して現在入力されるデー
タを修正せずに出力ラインにバイパスさせる（Ｓ１１４段階）。即ち、Ｓ１１６段階は現
在のフレーム（Ｆｎ）で入力されるデータが直前のフレーム（Ｆｎ－１）で入力されたデ
ータより大きく、基準値（ｋ）より大きいルックアップテーブルの第３データ領域（Ｓ３
）に含まれたか否かを判断する。
【００８０】
　Ｓ１１６段階で、直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）から現在のフ
レーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）を減算した値が基準値（ｋ）以下であると判断
されると、データ修正部（６２）はルックアップテーブルを利用して現在入力されるデー
タを修正する（Ｓ１１７段階）。即ち、データ修正部（６２）はＳ１１６段階で現在のフ
レーム（Ｆｎ）で入力されるデータが直前のフレームで入力されたデータより大きく、基
準値（ｋ）以下であるルックアップテーブルの第４データ領域（Ｓ４）に含まれる場合に
、現在入力されるデータを修正する。
【００８１】
　図１２に示すように、本発明の第２実施例によるデータ修正部（６２）はタイミング・
コントローラ（６１）からデータ（ＲＧＢ　data）が入力されるフレーム・メモリ（１２
１）と、上位ビットデータ（ＭＳＢ）を修正するためのルックアップ・テーブル（１２９
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）と、修正された上位ビットデータ（ｍｂ）と修正されない上位ビットデータ（ｂ）の内
のいずれか１つを選択するためのＭＵＸ（１３０）と、フレーム・メモリ（１２１）とＭ
ＵＸ（１３０）の間に接続された第１乃至第４比較器（１２２乃至１２５）、第１及び第
２ＡＮＤゲート（１２６－１２７）及びＯＲゲート（１２８）とを具備する。
【００８２】
　フレーム・メモリ（１２１）はタイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出力バ
スライン（１３２）と下位ビット出力バスライン（１３１）に共通に接続されてタイミン
グ・コントローラ（６１）から入力される上位ビットデータ（ＭＳＢ）と下位ビットデー
タ（ＬＳＢ）を１フレームの期間の間だけ格納する。フレーム・メモリ（１２１）はフレ
ーム毎に格納された上位ビットデータ（ＭＳＢ）をルックアップテーブル（１２９）と第
１及び第３比較器（１２２－１２４）に供給すると共に、下位ビットデータ（ＬＳＢ）を
第２及び第４比較器（１２３－１２５）に供給する。
【００８３】
　ルックアップテーブル（１２９）はタイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出
力バスライン（１３２）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ
）とフレームメモリ（１２１）の上位ビット出力バスライン（１３４）から入力される直
前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）の変化の有無により関係式１乃至３
のように現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ＭＳＢ）を修正する。
【００８４】
　第１比較器（１２２）にはフレーム・メモリ（１２１）の上位ビット出力バスライン（
１３４）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）が入力されると同時
に、タイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出力バスライン（１３２）から現在
のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）が入力される。この第１比較器（１２２）
は直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）から現在のフレーム（Ｆｎ）の
上位ビットデータ（ｂ）を減算した値を算出して、その算出された値を「１」と比較する
。直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）から現在のフレーム（Ｆｎ）の
上位ビットデータ（ｂ）を減算した値が「１」であれば、第１比較器（１２２）はハイ論
理「１」を第１ＡＮＤゲート（１２６）の第１入力端子に供給する。これとは異なり、直
前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビットデータ（ａ）から現在のフレーム（Ｆｎ）の上位
ビットデータ（ｂ）を減算した値が「１」と異なると、第１比較器（１２２）はロー論理
「０」を第１ＡＮＤゲート（１２６）の第１入力端子に供給する。
【００８５】
　第２比較器（１２３）にはフレーム・メモリ（１２１）の下位ビット出力バスライン（
１３３）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）が入力されると同時
に、タイミング・コントローラ（６１）の下位ビット出力バスライン（１３１）から現在
のフレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）が入力される。この第２比較器（１２３）
は現在のフレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の
下位ビットデータ（ｃ）を減算した値を算出して、その算出された値と比較する。現在の
フレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビッ
トデータ（ｃ）を減算した値が基準値（ｋ）より大きいと、第２比較器（１２３）はハイ
論理「１」を第１ＡＮＤゲート（１２６）の第２入力端子に供給する。これとは異なり、
現在のフレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下
位ビットデータ（ｃ）を減算した値が基準値（ｋ）以下であれば、第２比較器（１２３）
はロー論理「０」を第１ＡＮＤゲート（１２６）の第２入力端子に供給する。
【００８６】
　第１ＡＮＤゲート（１２６）は第１及び第２比較器（１２２－１２３）から入力される
２つの信号の論理和を演算する。第１及び第２比較器（１２２－１２３）の出力信号がす
べてハイ論理「１」であれば即ち、現在入力されるデータがルックアップテーブルの第２
領域（Ｓ２）に含まれると判断されると、第１ＡＮＤゲート（１２６）はハイ論理「１」
の出力信号を発生する。第１比較器（１２２）の出力信号がロー論理「０」であれば、第
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１ＡＮＤゲート（１２６）は第２比較器（１２３）の出力信号の論理値と無関係にロー論
理「０」の出力信号を発生する。また、第１比較器（１２２）の出力信号がハイ論理「１
」であり第２比較器（１２３）の出力信号がロー論理「０」である場合に即ち、現在入力
されるデータがルックアップテーブルの第１データ領域（Ｓ１）に含まれると判断される
と、第１ＡＮＤゲート（１２６）はロー論理「０」の出力信号を発生する。
【００８７】
　第３比較器（１２４）にはフレーム・メモリ（１２１）の上位ビット出力バスライン（
１３４）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ａ）が入力されると同時
に、タイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出力バスライン（１３２）から現在
のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）が入力される。この第３比較器（１２４）
は現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の
上位ビットデータ（ａ）を減算した値を算出して、その算出された値を「１」と比較する
。現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の
上位ビットデータ（ａ）を減算した値が「１」であれば、第３比較器（１２４）はハイ論
理「１」を第２ＡＮＤゲート（１２７）の第１入力端子に供給する。これとは異なり、現
在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビットデータ（ｂ）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位
ビットデータ（ａ）を減算した値が「１」と異なると、第３比較器（１２４）はロー論理
「０」を第２ＡＮＤゲート（１２７）の第１入力端子に供給する。
【００８８】
　第４比較器（１２５）にはフレーム・メモリ（１２１）の下位ビット出力バスライン（
１３３）から直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）が入力されると同時
に、タイミング・コントローラ（６１）の下位ビット出力バスライン（１３１）から現在
のフレーム（Ｆｎ）の下位ビットデータ（ｄ）が入力される。この第４比較器（１２５）
は直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）から現在のフレーム（Ｆｎ）の
下位ビットデータ（ｄ）を減算した値を算出して、その算出された値と比較する。直前の
フレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）から現在のフレーム（Ｆｎ）の下位ビッ
トデータ（ｄ）を減算した値が基準値（ｋ）より大きいと、第４比較器（１２５）はハイ
論理「１」を第２ＡＮＤゲート（１２７）の第２入力端子に供給する。これとは異なり、
直前のフレーム（Ｆｎ－１）の下位ビットデータ（ｃ）から現在のフレーム（Ｆｎ）の下
位ビットデータ（ｄ）を減算した値が基準値（ｋ）以下であれば、第４比較器（１２５）
はロー論理「０」を第２ＡＮＤゲート（１２７）の第２入力端子に供給する。
【００８９】
　第２ＡＮＤゲート（１２７）は第３及び第４比較器（１２４－１２５）から入力される
２つの信号の論理和を演算する。第３及び第４比較器（１２４－１２５）の出力信号がす
べてハイ論理「１」であれば即ち、現在入力されるデータがルックアップテーブルの第３
領域（Ｓ３）に含まれると判断されると、第２ＡＮＤゲート（１２７）はハイ論理「１」
の出力信号を発生する。第３比較器（１２４）の出力信号がロー論理「０」であれば、第
２ＡＮＤゲート（１２７）は第４比較器（１２５）の出力信号の論理値と無関係にロー論
理「０」の出力信号を発生する。また、第３比較器（１２４）の出力信号がハイ論理「１
」であり第４比較器（１２５）の出力信号がロー論理「０」である場合に即ち、現在入力
されるデータがルックアップテーブルの第４データ領域（Ｓ４）に含まれると判断される
と、第２ＡＮＤゲート（１２７）はロー論理「０」の出力信号を発生する。
【００９０】
　ＯＲゲート（１２８）にはＭＵＸ（１３０）と第１及び第２ＡＮＤゲート（１２６－１
２７）の間に接続されて第１及び第２ＡＮＤゲート（１２６－１２７）の出力信号に対し
て論理和の演算を遂行してその結果値によりＭＵＸ（１３０）を制御する。論理和の演算
により、ＯＲゲート（１２８）は第１及び第２ＡＮＤゲート（１２６－１２７）の出力信
号の中に少なくともいずれか１つの論理値がハイ論理「１」である場合にハイ論理「１」
の出力信号を発生する。換言すれば、ＯＲゲート（１２８）は現在入力されるルックアッ
プテーブルの第２データ領域（Ｓ２）か第３データ領域（Ｓ３）に含まれる場合にハイ論
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理「１」の出力信号を発生する。第１及び第２ＡＮＤゲート（１２６－１２７）の出力信
号すべてがロー論理「０」である場合に即ち、現在入力されるデータがルックアップテー
ブルの第１データ領域（Ｓ１）か第４データ領域（Ｓ４）に含まれる場合に、ＯＲゲート
（１２８）はロー論理「０」の出力信号を発生する。
【００９１】
　ＭＵＸ（１３０）にはルックアップテーブル（１２９）により修正された上位ビットデ
ータ（ｍｂ）とタイミング・コントローラ（６１）の上位ビット出力バスライン（１３２
）を経由して入力される上位ビットデータ（ＭＳＢ）即ち、修正されない上位ビットデー
タ（ｂ）が入力される。このＭＵＸ（１３０）はＯＲゲート（１２８）の出力信号により
制御されて修正された上位ビットデータ（ｍｂ）と修正されない上位ビットデータ（ｂ）
を選択する。ＯＲゲート（１２８）の出力信号がハイ論理「１」であれば、ＭＵＸ（１３
０）は修正されない上位ビットデータ（ｂ）を出力する。ＯＲゲート（１２８）の出力信
号がロー論理「０」であれば、ＭＵＸ（１３０）はルックアップテーブル（１２９）によ
り修正された上位ビットデータ（ｍｂ）を出力する。従って、ＭＵＸ（１３０）は現在入
力されるデータがルックアップテーブルの第２及び第３データ領域（Ｓ２、Ｓ３）に含ま
れると判断されると、修正されない上位ビットデータ（ｂ）を選択し、現在入力されるデ
ータがルックアップテーブルの第１及び第４データ領域（Ｓ１、Ｓ４）に含まれると判断
されると、修正された上位ビットデータ（ｍｂ）を選択する。
【００９２】
　このようにＭＵＸ（１３０）により選択された上位ビットデータ（ｂまたはｍｂ）はタ
イミング・コントローラ（６１）の下位ビット出力バスライン（１３１）を経由してバイ
パスされた下位ビットデータ（ＬＳＢ：ｄ）と組み合わされてデータドライバ（６３）に
供給される。
【００９３】
　本発明の液晶表示装置の色修正方法及び装置は実施例でルックアップテーブルの大きさ
を小さくするために上位ビットデータ（ＭＳＢ）の修正だけを修正対象に選択した。ルッ
クアップテーブルの大きさがやや大きくなるが、上位ビットデータ（ＭＳＢ）と下位ビッ
トデータ（ＬＳＢ）すべてを修正することができるのは勿論である。
【００９４】
【発明の効果】
　上述のように、本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置は直前のフレームと現在
のフレームで上位ビットデータと下位ビットデータそれぞれの変化量を考慮してデータの
修正の要否を決定することで画質低下を防ぐことができる。更に、本発明による液晶表示
装置の駆動方法及び装置は現在入力されるデータが修正対象であるかどうかを正確に判断
して修正の要否を決定する。
【００９５】
　以上説明した内容を通して当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な
変更及び修正が可能であることが分かる。例えば、図６に図示されたデータ修正部はタイ
ミング・コントローラの前段に設置されてタイミング・コントローラに入力されるデータ
を修正することもできる。また、データ修正部はルックアップテーブル以外にもプログラ
ムとこれを実行するためのマイクロプロセッサのように異なる形態で具現することもでき
る。従って、本発明の技術的な範囲は明細書の詳細な説明に記載された内容に限らず特許
請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は通常の液晶表示装置においてデータによる輝度変化を表す波形図である
。
【図２】　図２は従来の高速駆動方法においてデータ修正による輝度変化の一例を表す波
形図である。
【図３】　図３は従来の高速の駆動装置を表すブロック図である。
【図４】　図４は従来の高速の駆動装置において上位ビットデータの修正を表す図面であ



(20) JP 4590147 B2 2010.12.1

10

20

30

る。
【図５】　図５は従来の高速の駆動装置において過度なデータ修正を表す図面である。
【図６】　図６は本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置を表すブロック図である
。
【図７】　図７は図６に図示されたデータ修正部に入力されるデータを表す図面である。
【図８】　図８は本発明の第１実施例によるデータ修正部の制御手順を段階的に表す流れ
図である。
【図９】　図９は本発明の第１実施例によるデータ修正部を詳細に表すブロック図である
。
【図１０】　図１０は本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法及び装置のルックア
ップテーブルにおいて修正対象のデータ領域と非修正対象のデータ領域を表す図面である
。
【図１１】　図１１は本発明の第２実施例によるデータ修正部の第２実施例による制御手
順を段階的に表す流れ図である。
【図１２】　図１２は本発明の第２実施例によるデータ修正部を詳細に表すブロック図で
ある。
【符号の説明】
　　　３２、９７、１３２、１３４：上位ビット出力バスライン
　　　３３、９１、１２１：フレーム・メモリ
　　　３４、９５、１２９：ルックアップ・テーブル
　　　６１：タイミング・コントローラ
　　　６２：データ修正部
　　　６３：データドライバ
　　　６４：ゲートドライバ
　　　６５：データライン
　　　６６：ゲートライン
　　　６７：液晶パネル
　　　９２、１２２：第１比較器
　　　９３、１２３：第２比較器
　　　９４、１２８、１３１、１３３：下位ビット出力バスライン
　　　９６、１３０：ＭＵＸ
　　　１２４：第３比較器
　　　１２５：第４比較器
　　　１２６：第１ＡＮＤゲート
　　　１２７：第２ＡＮＤゲート
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